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Snapshot コピーリザーブを管理します

Snapshot コピーリザーブの概要を管理します

Snapshot コピーリザーブは、デフォルトでは 5% です。 Snapshot コピー用にディスク
スペースの割合を確保します。Snapshot コピーでは、 Snapshot コピーリザーブを使い
切るとアクティブファイルシステムのスペースが使用されるため、必要に応じて
Snapshot コピーリザーブを増やします。また、リザーブがフルになると Snapshot コピ
ーを自動削除することもできます。

Snapshot コピーリザーブを増やすタイミング

Snapshot リザーブを増やすかどうかを判断する際に重要なのは、 Snapshot コピーに
は、前回の Snapshot コピー作成後のファイルに対する変更のみが記録されるという点
です。このコピーによってディスクスペースが消費されるのは、アクティブファイルシ
ステムのブロックが変更または削除された場合のみです。

つまり、 Snapshot コピーで使用されるディスクスペース容量を決定する際の重要な要素はファイルシステム
の変更率です。作成する Snapshot コピーの数にかかわらず、アクティブファイルシステムが変更されていな
い場合、 Snapshot コピーはディスクスペースを消費しません。

たとえば、データベーストランザクションログを含む FlexVol ボリュームには、変更率の増加に対応するため
に 20% の Snapshot コピーリザーブが用意されている場合があります。より多くの Snapshot コピーを作成
して、データベースに対するより頻繁な更新をキャプチャするだけでなく、 Snapshot コピーリザーブのサイ
ズを拡張して、 Snapshot コピーが消費する追加のディスクスペースを処理することができます。

Snapshot コピーは、ブロックのコピーではなくブロックへのポインタで構成されています。ポ
インタはブロック上の「要求」と考えることができます。 ONTAP は、その Snapshot コピー
が削除されるまでブロックを保持します。
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保護対象のファイルを削除するとファイルスペースが想定より
も少なくなる可能性があります

Snapshot コピーは、ブロックを使用していたファイルを削除したあともそのブロックを
ポイントします。そのため、 Snapshot コピーリザーブを使い切ると、期待に反した結
果を引き起こす可能性があります。つまり、ファイルシステム全体を削除することで、
ファイルシステムが占有するスペースよりも、使用可能なスペースが少なくなります。

次の例を考えてみましょう。ファイルを削除する前に、を実行します df コマンド出力は次のとおりです。

Filesystem          kbytes  used    avail  capacity

/vol/vol0/          3000000 3000000 0       100%

/vol/vol0/.snapshot 1000000 500000  500000   50%
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ファイルシステム全体を削除してボリュームのSnapshotコピーを作成したら、を実行します df コマンドによ
って次の出力が生成されます。

Filesystem          kbytes  used    avail  capacity

/vol/vol0/          3000000 2500000 500000   83%

/vol/vol0/.snapshot 1000000 3500000 0       350%

出力から、削除前の 0.5GB に加えて、アクティブファイルシステムで以前に使用されていた 3GB 全体が
Snapshot コピーによって使用されるようになりました。

Snapshot コピーで使用されるディスクスペースは Snapshot コピーリザーブを超えているため、アクティブ
ファイル用にリザーブされたスペースに 2.5GB の「ピル」がオーバーフローします。想定していた 3GB につ
いては、ファイル用の 0.5GB の空きスペースが残ります。

Snapshot コピーのディスク使用状況を監視します

を使用して、Snapshotコピーのディスク使用状況を監視できます df コマンドを実行し
ますコマンドは、アクティブファイルシステムおよび Snapshot コピーリザーブの空き
スペースの量を表示します。

ステップ

1. Snapshotコピーのディスク使用状況を表示します。 df

次の例は、 Snapshot コピーのディスク使用状況を示しています。

cluster1::> df

Filesystem          kbytes  used    avail  capacity

/vol/vol0/          3000000 3000000 0       100%

/vol/vol0/.snapshot 1000000 500000  500000   50%

ボリュームで利用可能な Snapshot コピーリザーブを確認しま
す

を使用して、ボリュームで使用可能なSnapshotコピーリザーブの容量を確認できます

snapshot-reserve-available パラメータと volume show コマンドを実行します

ステップ

1. ボリュームで使用可能な Snapshot コピーリザーブを確認します。

vol show -vserver SVM -volume volume -fields snapshot-reserve-available

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、の使用可能なSnapshotコピーリザーブを表示します vol1：
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cluster1::> vol show -vserver vs0 -volume vol1 -fields snapshot-reserve-

available

vserver volume snapshot-reserve-available

------- ------ --------------------------

vs0     vol1   4.84GB

Snapshot コピーリザーブを変更します

Snapshot コピーリザーブのサイズを拡張して、アクティブファイルシステム用にリザー
ブされたスペースが Snapshot コピーによって使用されないようにすることができま
す。Snapshot コピー用のスペースが不要になった場合は、 Snapshot コピーリザーブの
サイズを縮小できます。

ステップ

1. Snapshot コピーリザーブを変更します。

volume modify -vserver SVM -volume volume -percent-snapshot-space snap_reserve

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、のSnapshotコピーリザーブを設定します vol1 10%まで：

cluster1::> volume modify -vserver vs0 -volume vol1 -percent-snapshot

-space 10

Snapshot コピーを自動削除します

を使用できます volume snapshot autodelete modify Snapshotリザーブを超過し
たときにSnapshotコピーの自動削除を実行するコマンド。デフォルトでは、最も古い
Snapshot コピーが最初に削除されます。

このタスクについて

LUN クローンとファイルクローンは、削除する Snapshot コピーがなくなると削除されます。

ステップ

1. Snapshot コピーを自動削除します。

volume snapshot autodelete modify -vserver SVM -volume volume -enabled

true|false -trigger volume|snap_reserve

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。
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次の例は、のSnapshotコピーを自動削除します vol1 Snapshotコピーリザーブを使い切ると、次の処
理が実行されます。

cluster1::> volume snapshot autodelete modify -vserver vs0 -volume vol1

-enabled true -trigger snap_reserve
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